
第二部 『現地で読み解く 復元の手がかり』
13：30～15：00（上田城跡公園）
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第一部 『櫓・櫓門復元の現在地』
10：30～12：00（上田市役所本庁舎）



＜本日の予定＞

第一章 上田城の歴史
第二章 復元を目指す上田城の姿

櫓と櫓門について
第三章 櫓と櫓門の復元について
第四章 櫓と櫓門の復元の「これから」
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上田城の歴史① 真田氏の時代
年代 内容

1583年

（天正11年）

徳川方の城として真田昌幸が上田城を築城

1585年

（天正13年）

第一次上田合戦

1590年頃 真田昌幸が豊臣方の城として上田城を整備

1600年

（慶長5年）

関ケ原の合戦



上田城の歴史② 仙石氏の時代
年代 内容

1583年（天正11年） 徳川方の城として真田昌幸が上田城を築城

1585年（天正13年） 第一次上田合戦

1590年頃 真田昌幸が豊臣方の城として上田城を整備

1600年（慶長5年） 関ケ原の合戦

1601年（慶長6年） 上田城は徳川方によって破却

1626年（寛永3年） 仙石忠政 上田城を再興





上田城の歴史 江戸～明治
年代 内容

1583年（天正11年） 徳川方の城として真田昌幸が上田城を築城

1585年（天正13年） 第一次上田合戦

1590年頃 真田昌幸が豊臣方の城として上田城を整備

1600年（慶長5年） 関ケ原の合戦

1601年（慶長6年） 上田城は徳川方によって破却

1626年（寛永3年） 仙石忠政 上田城を再興

1706年（宝永3年） 仙石氏から松平氏に上田城主が交代

～幕末・明治維新をむかえる～

※仙石氏・松平氏の時代を通じて、上田
城の石垣等の修復が行われるが、
大きく城自体が改変されることはなかっ
た



上田城の歴史 明治～現代
年代 内容

1871年（明治4年） 廃藩置県・上田城は国の管轄下に

1874年（明治7年） 国の管轄が終わり、上田城は民間に払い下げに

～西櫓を残して他の櫓等は城内から姿を消す、石垣などの構造物も跡地利用等のなかで取り壊し～

1880年頃から 城跡に監獄や公会堂ができる、公園としても利活用されていく

1943年（昭和18年） 上田城外に移築されていた２棟の櫓（現在の南櫓と北櫓）を上田城内に買い戻しを目指す

1949年（昭和24年） 上田城外にあった2棟の櫓を移築再建

1990年（平成2年）～ ・上田城跡の発掘調査を開始

・二の丸北虎口北側の石垣修復工事

1994年（平成6年） 東虎口櫓門の復元

2025年（令和7年） 旧市民会館の解体工事と武者溜り周辺の復元整備の開始
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江戸時代の上田城の絵図



◀西

東▶

９０度に折れ曲がった進行方
向いわゆる枡形の虎口

２棟の櫓と櫓門が一直線上に
ある変わった構え



360度西櫓 コンテンツでみた 西虎口
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上田市立博物館所蔵





７つの櫓は同じ大きさ



①絵図



狭間の数などが
文字で書かれた絵図



①絵図からみる

復元のポイント
およそのことはわかるけど
詳細まではわからない



②発掘調査



櫓が南北長に描かれている絵図

（上田城郭図市立上田図書館所蔵）

櫓が東西長に描かれている絵図

（信州小縣郡上田城本丸二曲輪図

市立上田図書館所蔵）





②発掘調査からみる

復元のポイント
痕跡が残っていたら、位置
や大きさを特定できる



③建造物
調査









特徴
その１

大きいこと



特徴
その２

１階・２階に心柱
があること

しんばしら



◀１階

２階▶



２つの木材を繋ぎ
あわせてる

１階も２階も同じ
西櫓も南櫓も北櫓も同じ

建物が大きくて１つの
木材では届かないから



特徴
その3

１階・２階の
柱間間隔





③建造物からみる

復元のポイント
櫓の構造や形式の特徴・類似

性を建築学的に考える



④古写真調査



＝

明治10年頃に撮影された櫓門と２基の櫓 2025年12月撮影 西櫓・南櫓・北櫓・東虎口櫓門



④古写真からみる

復元のポイント
「写真に写る櫓」が
同じだと証明する



⑤史料調査



②仙石忠政が上田城を築城した際の史料

①明治以降に廃城となった後、櫓がどうなっ
ていったのか、その経過を記した史料



⑤史料調査からみる

復元のポイント
櫓・櫓門の真の歴史を

突き止める



②発掘調査
痕跡が残っていたら、位置や大きさを特定できる

③建造物
建物の構造や形式の特徴や類似性を建築学的に考えていく

７つが同じことの立証（イメージ）
※あくまでこう考えているという段階

平面 立体

①絵図
およそのことはわかるけど詳細はわからない

④古写真
「写真に写る」櫓が同じだったことを証明する

⑤史料調査
櫓・櫓門の真の歴史を突き止める



第一章 上田城の歴史
第二章 復元を目指す上田城の姿

櫓と櫓門について
第三章 櫓と櫓門の復元について
第四章 櫓と櫓門の復元の「これから」



①調査

②論拠立て

これから必要になること



事項

蓋然性
検証方法
の検討

櫓の復元（復元的整備）に向けた技術的な要素の検証フロー

＜フロー１＞
７つの櫓の形式・構造が同じであることの立証

＜形式、構造、規模、屋根、外壁＞

＜フロー２＞
各号櫓の個別要素

＜開口（出入口、窓等）＞

＜フロー３＞
その他の要素
＜内部装置（筋交・階段等）、
内部・外部の意匠、材料＞

事項

検証

蓋然性 検証方法の
検討

事項

検証

蓋然性
検証方法の

検討

参考【史跡等における歴史的建造物の復元等に関する基準2.⑵.ア】
①発掘調査等による当該歴史的建造物の遺跡に関する資料等
②歴史的建造物が別位置に移築され現存している場合における当
該建造物の調査資料

③歴史的建造物が失われる前の調査・修理に係る報告書・資料等
④歴史的建造物の指図・絵画・写真・模型・記録等で、精度が高
く良質の資料

（歴史的建造物が失われた時代・経緯等によって、復元に求める
べき資料の精度・質に違いがあることを考慮することが必要）

⑤歴史的建造物の構造・形式等の蓋然性を高める上で有効な現存す
る同時期・同種の建造物、又は現存しない同時期・同種の建造
物の指図・絵画・写真・模型・記録等の資料＜検証方法＞

A.発掘調査等から７棟の初層が同じ
B.西櫓と南北櫓の検証
C.絵図分析
D.３号櫓の古写真分析
E.遊郭移築時の史料・古写真等の調査

＜検証方法＞
・絵図及び配置からの検討

検証




